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福岡地域戦略略推進協議会（以下、FDC）では、東アジアのビジネスハブとして多様な⼈人が集う持
続可能な繁栄した地域を⽬目指し、国際競争⼒力力の強化による持続的な成⻑⾧長に向けた地域戦略略を 2012
年年 4⽉月に策定しました。そして、その戦略略の推進を担う部会の⼀一つである都市再⽣生部会では、地域
戦略略の推進には「⾰革新的・創造的な場」をつくることが不不可⽋欠だと考え、地域経済のエンジンであ
る都⼼心に焦点を当てて都⼼心再⽣生戦略略を 2013 年年 4⽉月に策定しました。	  
今回の都⼼心再⽣生フォーラムでは、前半に当協議会事務局⻑⾧長後藤太⼀一より FDC の取り組みと都⼼心
再⽣生戦略略に関する基調報告を⾏行行いました後、海外専⾨門家からの提⾔言として Stadslab 所⻑⾧長マーク・
グロードマンス⽒氏より 6 ⽉月 5 ⽇日より福岡にて開催した専⾨門家ワークショップのまとめを発表いた
しました。後半では「戦略略の実⾏行行に向けて」と題したパネルディスカッションにて、地域のキーパ
ーソンと海外の専⾨門家が議論論を⾏行行いました。	  
	  

■趣旨	  
1.都⼼心再⽣生戦略略の説明	  
2.海外の専⾨門家による戦略略の評価と実⾏行行に向けた提⾔言	  
3.地域のキーパーソンと海外の専⾨門家による討論論	  

	  
■実施概要	  
・ ⽇日時：2013 年年 6⽉月 7⽇日（⾦金金）15:00〜～18:00	  
・ 会場：グラナダスィート（福岡市博多区中洲 5-‐‑‒3-‐‑‒8 アクア博多 12F）	  
・ ⾔言語：	  ⽇日本語・英語（⽇日英同時通訳）	  
・ 参加者数：	  200 名	  
・ ユーストリーム中継視聴者：延 150名	  
・ 主催：福岡地域戦略略推進協議会、欧州都市デザイン研究所（Stadslab）	  
・ 特別後援：オランダ王国総領領事館	  
・ 後援：国際連合⼈人間居住計画福岡本部

	  
■広報	  
ウェブサイト	   	   http://fukuoka-‐‑‒dc.jpn.com/	  
フェイスブック	  	   www.facebook.com/FukuokaDC	  
記者懇談会	   	   2013 年年 5⽉月 29⽇日 FDC会議室にて開催（参加 10媒体 17名）	  

市政記者クラブ、メディア各社へのプレスリリース	  
	  
■報道	  
メディア関係者 16名（12媒体）がフォーラム当⽇日参加。	  

・ 2013/6/8	   	   ⻄西⽇日本新聞「国際催事誘致に重点」	  
・ 2013/6/8	   朝⽇日新聞「ビジネスの拠点「博多港整備を」	  
・ 2013/6/8	   毎⽇日新聞「福岡都⼼心再⽣生へ戦略略」	  
・ 2013/6/13	   読売新聞「福岡都市圏	   将来のイメージ図」	  
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■プログラム	  
15:00	   	   	   	   開会	  
15:00~∼15:15	   	   	   挨拶	  

・主催者代表挨拶：	  橋⽥田	  紘⼀一（FDC都市再⽣生部会⻑⾧長）	  
・来賓挨拶：ローデリック・ウォルス⽒氏	  

（オランダ王国在⼤大阪・神⼾戸オランダ総領領事館	  総領領事）	   	  
15:15~∼15:40	   	   	   基調報告：「FDCの取り組みと都⼼心再⽣生戦略略」後藤太⼀一（FDC事務局⻑⾧長）	  
15:40~∼16:30	   	   	   プレゼンテーション（Stadslab）「海外専⾨門家からの提⾔言」	  
16:30~∼16:45	   	   	   休憩	  
16:45~∼18:00	   	   	   パネルディスカッション：「戦略略の実⾏行行に向けて」	  

1.橋⽥田紘⼀一	  FDC都市再⽣生部会⻑⾧長	  
2.髙島宗⼀一郎郎	  福岡市⻑⾧長	  
3.マーク・グロードマンス	  Stadslab 所⻑⾧長	  
4.リム・ネオ・チャン	  Singapore	  Centre	  for	  Livable	  Cities	  フェロー	  
5.後藤太⼀一	  FDC事務局⻑⾧長	  （*進⾏行行）	  

18:00	   	   	   閉会	  
18:15~∼19:15	   レセプション（招待制）	  
	  
■アンケート結果（回答数１0枚）	  
主な意⾒見見：	  
（戦略略について）	  

・ 素晴らしい福岡都市再⽣生戦略略だと思います。ぜひ実現していきたいです。	  
・ 今後は戦略略実現に向けた官と⺠民の役割分担を議論論する場をご提供いただきたい。	  
・ 交通戦略略は企業利利害が絡むので難しい⾯面がある。進めていくための体制をしっかり作っ

て欲しい。	  
・ 	  

（海外専⾨門家の知⾒見見）	  
・ リム⽒氏の「MICE で他都市と競うため必要な具体策としてのゾーニングの必要性」につ

いての発⾔言が印象的であった。	  
・ 世界の MICE 先進諸国の取り組みをご紹介頂き、国内第⼆二位のコンベンション関連実績

を誇る福岡といえどもまだまだ国際都市間競争⼒力力という点で課題が⼭山積みしていると感
じました。	  

・ リム⽒氏の、ベイエリアのマスタープランを⽒氏がリーダーシップを持って市⻑⾧長から指⽰示し
て進めることが重要という発⾔言。	  

・ 海外の専⾨門家の⽅方から⾒見見た率率率直な意⾒見見を伺える機会として⾮非常によかった。	  
	  

（福岡の魅⼒力力の再確認）	  
・ 福岡という都市は⼤大きなポテンシャルを秘めている街であることも再認識識できました。	  
・ お話をお聞きするほど、福岡のポテンシャルの⾼高さを理理解しました。	  
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■パネルディスカッション登壇者	  
	  

橋⽥田	   紘⼀一（FDC	  都市再⽣生部会⻑⾧長	  
1966 年年慶應義塾⼤大学経済学部卒業、九州電⼒力力株式会社に⼊入社。以降降、熊本⽀支店次⻑⾧長、
経理理部次⻑⾧長、宮崎⽀支店⻑⾧長などを経て、2001 年年常務取締役に就任。2007 年年に常務取
締役を退任後、同年年、株式会社	  九電⼯工	  代表取締役社⻑⾧長に就任。福岡経済同友会	  副
代表幹事、国⼟土交通省省	  国⼟土政策検討委員会委員も務める。FDC 顧問、2012 年年より
都市再⽣生部会⻑⾧長。	  

	  
⾼高島	   宗⼀一郎郎（福岡市⻑⾧長）	  
1997 年年獨協⼤大学法学部卒業、ＫＢＣ九州朝⽇日放送に⼊入社。2010 年年 12⽉月に福岡市⻑⾧長
に就任。「福岡市を、⼈人と環境と都市の調和のとれたアジアのリーダー都市に！」と
いう強い思いのもと、「⽣生活の質の向上と都市の成⻑⾧長の好循環を創り出す」という都
市経営の基本戦略略を定めた福岡市の新たな基本計画を策定するとともに、「特定都市
再⽣生緊急整備地域」指定を受けた取組み、福岡県・北北九州市と⼀一体となった「グリー

ンアジア国際戦略略総合特区」の取組みなど、国の制度度も引き出しながら、産学官⺠民の連携による都市再
⽣生をスピード感を持って推進している。	  
	  

マーク・グロードマンス（欧州都市デザイン研究所（StadsLab）所⻑⾧長	  
2006 年年に欧州の都市を対象とした国際的な⼤大学院プログラムとして、Stadslab 欧州
都市デザイン研究所を創設。欧州・アジアの都市計画に実績を持つシンクタンクとし
て広く認知されるまでに発展した同研究所は、現在、中国、⽇日本及びアメリカの都市
を対象としたプログラムに取り組んでいる。アイントホーフェン⼯工科⼤大学都市建築学
科卒業。建築論論と建築史の博⼠士号を持つ。オランダ内外の⼤大学で教鞭を取る傍ら、国

際都市開発協会（INTA）の理理事をはじめ、オランダ及び国際的な組織の要職に就いている。	  
	  
リム・ネオ・チャン（Singapore	   Centre	  for	  Livable	  Cities フェロー）	  
英・シェフィールド⼤大学⼯工学部卒。⽶米ハーバード・ビジネス・スクールの PMD（マ
ネジメント・ディベロップメント）、AMP（アドバンスド・マネジメント・プログラ
ム）を履履修。1995 年年から 2003 年年にわたってシンガポール⼤大⼿手⼯工業団地開発企業 JTC
コーポレーションの会⻑⾧長兼CEOを務め、2002 年年から 2009 年年にはシンガポール観光
庁⻑⾧長官、2011 年年から 2013 年年は持続可能な都市を対象とした投資・開発企業である

Singbridge 社の CEOを務めた。現在はシンガポール「ガーデン・バイ・ザ・ベイ」の会⻑⾧長、観光・
レジャービジネスに特化したリートAscendas	  Hospitality	  REIT の会⻑⾧長を務める。	  
	  

後藤	   太⼀一（FDC事務局⻑⾧長）	  
1992 年年東京⼤大学⼯工学部都市⼯工学科卒業、⿅鹿鹿島建設に⼊入社。1997 年年⽶米国カリフォル
ニア⼤大学バークレー校都市地域計画学科修了了、⽶米国オレゴン州ポートランド都市圏⾃自
治体「メトロ」成⻑⾧長管理理局エグゼクティブプランナー。2003 年年財団法⼈人福岡アジア
都市研究所に出向のため来福。福岡をアジアで最も魅⼒力力的な地域にしたいと決意し、
2006 年年に福岡新都⼼心開発に転職。⼀一級建築⼠士、⽶米国認定都市計画⼠士（AICP）。	  
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■専⾨門家ワークショップ概要	  
期間：2013 年年 6⽉月 5⽇日（⽔水）－2013 年年 6⽉月 6⽇日(⽊木)	  
会場：FDC事務所ほか（福岡市中央区天神 1-‐‑‒10-‐‑‒1）	  
参加者：	  
・ リム・ネオ・チャン(シンガポール)：Singapore	   Centre	  for	  Livable	  Cities	   フェロー	  
・ ロブ・ヴァンデルヴァイル(アムステルダム)：交通プランナー、lightrail.nl 創⽴立立者	  
・ サリーヌ・ヴェルブン(アムステルダム)：ランドスケープアーキテクト、S-‐‑‒coop 社	  
・ ジョン・メーダー(東京)：建築家、Lend	  Lease	  Japan	  シニアプロジェクトマネージャー	  
・ マーク・グロードマンス：所⻑⾧長、：欧州都市デザイン研究所(Stadslab、オランダ)	  
・ 九州⼤大学	   藍藍⾕谷鋼⼀一郎郎：⼈人間環境学研究院都市・建築学部⾨門特任准教授	  
・ FDC 事務局関係者	  
	  
■プログラム	  

⽇日時	   プログラム	  
６⽉月５⽇日（⽔水）	   9:30-‐‑‒11:45	   ウェルカム・セッション	  

・趣旨説明：マーク・グロードマンス（Stadslab）	  
・FDCの概要：後藤太⼀一（FDC）	  
11:45-‐‑‒13:00	   昼⾷食	  
13:00-‐‑‒14:30	   インタビュー１：九電⼯工	  
14:30-‐‑‒16:00	   インタビュー２：JR九州	  
16:00-‐‑‒17:30	   インタビュー３：⻄西鉄	  
17:30-‐‑‒18:30	   まとめ	  
18:30-‐‑‒19:00	   休憩	  
19:00-‐‑‒21:30	   ⼣夕⾷食	  
21:30〜～	   	   	   	  専⾨門家プレセッション	  

６⽉月６⽇日（⽊木）	   9:15-‐‑‒10:15	   インタビュー4：福岡市	  
10:15-‐‑‒12:30	   専⾨門家ワーキング・セッション１	  
12:30-‐‑‒13:30	   昼⾷食	  
13:30-‐‑‒18:30	   専⾨門家ワーキング・セッション２	  
18:30-‐‑‒19:00	   休憩	  
19:00-‐‑‒20:30	   ⼣夕⾷食	  
20:30〜～	   	   	   	   専⾨門家ワーキング・セッション 3	  
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■フォーラムの様⼦子	  

会場の様⼦子	   	   	   	   橋⽥田部会⻑⾧長より主催代表挨拶	   	   	   	   	  ウォルス⽒氏より来賓挨拶	  

後藤事務局⻑⾧長による報告	   	   	   	   グロードマン⽒氏による報告	   	   	   	   パネルディスカッションの様⼦子	  

	  
■研修の様⼦子	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  

	  
 

ワークショップの様⼦子 ワークショップ参加の専⾨門家 

インタビュー３：⻄西鉄 インタビュー1：九電⼯工 


